
 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始業式の体育館には子どもたちのがん 

ばるぞという気持ちが満ちあふれてい 

ました。以下は私から子どもたちに話し 

た内容です。 

〇新しいスタートは、ちょっと背伸びす

るぐらいの気持ちでがんばろう。うま

くいかないことがあっても何度も頑張

り直したらいい。 

〇人にはいろんなちがい、思いや考え方

のちがいがある。新しいクラスの仲間

と互いのちがいや良さを認めあってが

んばっていこう。 

 

 

 

 

昇降口で興奮しながらク  始業式 校歌をしっかり 

ラスを確認        歌いました 

 

 

 

 

 

３８名の新入生をむかえ全校２７０名の

スタートです。（卒業・入学が同数ですが、

1年間の転出が多く、差し引きして昨年度

の最多の時点から7名減となりました） 

わたしたち教職員もさらにステップアッ

プした学校づくりができるように子どもた

ちとともにがんばっていきます。どうぞよ

ろしくお願いします。 

  

校長 樋口浩一郎  教頭 内藤  薫 

1-1 岡山 舞奈  1-2  山口  恵 

2-1 加藤 由貴  2-2 吉原 健人 

3-1 前坂 由華  3-2 榎本  耕   

4-1 小林  博  4-2 三好 貴子 

5-1 佐野 道子  5-2 木場 柊斗 

6-1  長谷川藤子  6-2 柴原 啓紀 

ようせい① 畑中 千里 

ようせい② 伊東 宏子 

ようせい③ 庄山 智子 

ようせい④ 川邉 岳人 

専科 石川ひろみ  南部 珠奈 

鎌田 恵美 

初任者指導 伊東 尚美 

養護 中西友紀子  事務 前川真喜子 

支援員 山田 由香  池田 容子  

用務員 山口 隆宏  

調理員 赤塚 里美  志野 清美 

    牧野 貴代   

《兼 務 等》 

栄養教諭 北脇 理子 

ALT ジョン・デュランドサール 

図書館司書  山下 敬子 

調理員予備員 滝沢 洋子 

時間当直員 西川 重巳  原  克行 

※特別非常勤2名（クラブ・3年書写）・スクールカウ

ンセラー1名・支援員1名は4/8時点で未確定また

は未定 決定しだいお知らせします。 

             ウラ面あり 

養正小だより  
『凡事徹底』 

  ２０１９年度   第   1号   

４月   ９日   

新しい学年がスタートしました。本年度

も子どもたちのよりよい成長のために、学

校・保護者の皆様・地域の皆様が手を携え

て“３輪車”となって進んでいきたいと思

います。“３輪車”といっても、そのとき

の子どもさんの状況、学習の内容や育てた

い力によっては、ペダルがある前輪が３者

のいずれになるか、それは場面により臨機 

応変でいきたいと思いま

す。ぜひご理解ご協力、

またお力添えをよろしく

お願いします。  

校長 樋口浩一郎 



 

 

最近聞きかじったばかりの言葉で恐縮で

す。訳としては“無意識の偏見”“無意識の

思い込み”といったあたりでしょうか。最

近、企業でも採用や人材育成あるいは販

売・営業などにこのような偏見・思い込み

が悪影響を及ぼすということで、徐々に研

修で取り上げはじめていると聞きました。 

今回の1年生から、黄色帽子のキャッ

プ・ハットの区分を男女かかわりなくどち

らでもいいようにしました。先月、当時の

6年生にこのことを担任から投げかけた

ら、本校のトイレのスリッパが男女で色分

けされていることに子どもたちが気づき、

改善をしたいと申し出がありました。はじ

めは色を塗るという案を持ってきました

が、とんでもない状態になるといけないの

で再考させたら、場所ごとにここは男女と

もピンク、ここはブルーと置き換えてくれ

ました。始業式の話の中でもこれにかかわ

ることを言いました。 

私たち教員の側は大人の固定概念でトイ

レのスリッパを見ていましたが、子どもは

柔軟な思考で考えてくれました。これから

『令和』の時代を生きる子どもたちは、ア

ンコンシャス・バイアスを持たずに、人の

真の価値や互いの違いや良さを認めあう生

き方をしていってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 春休みに校区の中を見まわったり、用務で

通ったりしているとき、ヘルメット無しで自

転車に乗る子の姿をみかけることがありま

した。自分自身の安全のためにもぜひ着用し

てほしいですし、昨年度の7月号にも同様の

ことを書きましたが、過去の判例を見てもヘ

ルメットをかぶっているかどうかが、安全運

転を心がけるように保護者が指導していた

かどうかの基準になるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また自転車保険についても、加入 

するかどうかはご家庭の判断です 

が、加入されるおうちが増えてい 

ます。（学校等での物品の破損の 

対応も含まれていることが多いです） 

 学校を通じて配布をさせてもらうのは

PTA 連合会からのものです（4/15 しめき

り 加入は直接申し込み先へ）。他にも自動

車保険の特約など様々なものがあるので、加

入される場合どのように選択されるかもご

家庭の判断でよろしくお願いします。 

 

 

養正小学校ホームページ 

ぜひご覧ください。「養正小学校」で検索 

いただくといったん旧のものになり、そこ 

から新にアクセスできます。直接にアドレ 

スを入力いただく場合は下のとおりです。 

http://ednet.res-edu.ed.jp/s-yosei/ 

 

 

 

アンコンシャス・バイアス 

自転車の安全について 

平成２５年７月神戸地裁の判決 

小５の少年がマウンテンバイクで坂道を走行中

に人をはね重大な障がいをあたえてしまった。法

廷で少年の母親側は、「危険な走行はしておらず、

日ごろから指導もしていた」と主張したが、裁判

官は「少年の前方不注意が事故の原因」と認定。

さらに、少年がヘルメットを着用していなかった

ことなどから、「事故を起こさないように子ども

に十分な指導をしていなかった」として、少年の

親に対し、計 9500万円を賠償するよう命じた。 

本校はテレビ・新聞の取材を受けることも多い

です。また各種のたよりやホームページでの情

報発信を大切にしています。しかし、万が一子

どもさんの写真掲載などに不都合がある方は、

必ず4/11までに担任へお知らせください。 


